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会
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高
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保
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事
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高
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梅
市
新
町
四
‐
一
九
‐
七 
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エ
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ス
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浅
尾 
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ム
サ
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設
工
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株
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会
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篠
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台
東
区
東
上
野
一-

二
四
‐
二 

山
茂
ビ
ル
三
階 
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念
碑
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石
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設
計
、
施
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石
加
工
株
式
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梅
市
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設
仮
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日
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業 

株
式
会
社 
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役 

高
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町
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売 

福
生
コ
ン
ク
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工
業 

株
式
会
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代
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締
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長 

山
﨑
順
一 

福
生
市
福
生
三
二
五
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四
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五
二
一 
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Ａ
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石
対
策
・
法
面
保
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工
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株
式
会
社  

明 
 
 

商 

 
 
 

新
宿
区
市
谷
八
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町
十
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電
話 

〇
三
‐
三
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六
九
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八
五
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Ｆ
Ａ
Ｘ 
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三
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五
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山
留
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基
礎
工
事 

株
式
会
社 
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〇
〇
五
一 

杉
並
区
荻
窪
四-

二
六-

一
〇 

電
話 

〇
三
‐
三
二
二
〇
‐
八
四
〇
〇 

Ｆ
Ａ
Ｘ 

〇
三
‐
三
二
二
〇
‐
八
五
一
一 

 

人
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ッ
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健
康
診
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産
業
医 

医
療
法
人
社
団 

新
町
ク
リ
ニ
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理
事
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高 

木 
 
 

敏 
 

青
梅
市
新
町
三
‐
五
十
三-

五 

電
話 
〇
四
二
八
‐
三
一
‐
五
三
〇
一 

Ｆ
Ａ
Ｘ 

〇
四
二
八
‐
三
一
‐
一
七
七
七 

 

 

  

残
暑
お
見
舞
い
申
し
上
げ
ま
す 

 

平
成
二
十
九
年
八
月 

施工体験記 

東京機工土木㈱ 現場代理人 中門 秀丸 

「平成 28 年度東京都建設局長賞」という大変名誉な賞を頂きまして

ありがとうございました。この場をお借りいたしまして、発注者様、協

力業者様、関係各位に深く感謝し、お礼を申し上げます。簡単ではあり

ますが施工体験記として述べさせて頂きます。 

（工事件名）路面補修工事（26 西の 6 歩道改善） 

（工事場所）東京都青梅市日向和田三丁目地内 

（工事期間）平成 26年 9 月 8 日～平成 27 年 7月 16 日 

最初に工事概要の説明をいたします。道路の両側に設置してある U型

溝の蓋掛コンクリートを行い、街渠工を施工し、歩道コンクリート舗

装・歩道舗装工を行い、最後に排水性の車道舗装工事を行いました。 

工事を施工するに当たり、車乗り入れ箇所部が多く、住民の方の車輌出

入時に毎回大変ご迷惑をお掛けすることが多くなると思い、現場に隣接

する駐車場を確保し、住民の皆様のご協力を頂きながら、施工を行いま

した。 

現場が山間部の箇所にある為、横断水路が 2箇所あり、計画高で舗装

工事を行うと、舗装内に水路が巻き込まれてしまう為、発注者様との十

分な協議を重ね、ボックスカルバートの設置を舗装内に巻き込まない様

に設置を行いました。施工については道路幅員が狭く、地下埋設物、架

空線等の障害物が多い中、協力業者の協力の元、事故もなく設置を行う

ことが出来きました。又、歩道改善工事でありましたので宅地との段差

解消や、歩道部のすりつけ箇所について、ご担当者様にも現場に来て頂

き、協議等を行い、いろいろな知恵を出し合い現場の完工に大変協力し

て頂きありがとうございました。現場が青梅街道であり、12月の奥多摩

渓谷駅伝、2 月の青梅マラソンと行事がありましたので、その都度、現

場で事故が起こらない様に仮舗装を行い、現場内のカラーコーン等はす

べて撤去し、解放致しま 

した。 

結果、マラソン等において 

事故がなかったことが大変 

うれしく思いました。 

 この受賞に関して大変な 

お力添えして頂き、発注者 

の皆様ありがとうございま 

した。今後も、熱意をもっ 

て頑張ってまいりますので 

よろしくお願い致します。 
 

踊
り
・
よ
さ
こ
い
ソ
ー
ラ
ン
と
大
変
に

ぎ
や
か
な
中
、
活
気
に
満
ち
溢
れ
る
西

建
協
ブ
ー
ス
に
は
来
客
が
絶
え
ず
、
普

段
の
会
社
経
営
者
と
い
う
立
場
か
ら
抜

け
出
し
「
近
所
の
土
建
屋
の
お
じ
さ
ん
」

に
代
わ
り
ニ
コ
ニ
コ
そ
し
て
、
イ
キ
イ

キ
接
客
す
る
の
を
見
て
い
て
、
地
域
の

根
付
い
た
業
者
、
あ
る
い
は
組
合
で
あ

る
と
つ
く
づ
く
感
じ
ま
し
た
。 

自
然
災
害
の
頻
発
す
る
昨
今
、
地
域

の
人
々
と
建
設
業
者
が
一
体
と
な
り
、

非
常
時
の
連
携
や
、
ま
た
、
よ
り
良
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第
十
五
回
あ
き
る
野
夏
ま
つ
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平
成
二
十
九
年
八
月
五
日
（
土
）
今
年
も
あ

き
る
野
市
秋
川
駅
前
大
通
り
に
て
『
第
十
五
回

あ
き
る
野
夏
ま
つ
り
』
に
西
多
摩
建
設
業
協
同

組
合
が
模
擬
店
を
出
店
し
ま
し
た
。 

台
風
五
号
の
接
近
が
心
配
さ
れ
て
い
ま
し
た

が
、
お
天
気
に
も
恵
ま
れ
夏
祭
り
に
ふ
さ
わ
し

い
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と
て
も
暑
い
一
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と
な
り
ま
し
た
。 

西
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・
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よ
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焼
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や
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販
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で
の
出
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流
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と
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た
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井 
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Ｆ
Ａ
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四
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自
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Ｆ
Ａ
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〇
四
二
‐
五
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弘 

和 

産 

業 

株
式
会
社 
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表
取
締
役
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長 

野
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明 

青
梅
市
今
井
三
‐
三
‐
十
二 
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話 

〇
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八
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Ａ
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四
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八
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八
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心
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㈱
Ｖ
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Ｏ
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鉄
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式
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八
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子
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六
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五 

Ｆ
Ａ
Ｘ 

〇
四
二
‐
六
九
二
‐
五
四
二
二 

 

家
葬
儀 

法
事 
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前
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理 

故
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様
ご
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自
社
斎
場 

公
営
斎
場 

寺
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他
で
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葬
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ま
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葬
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自
社
式
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無
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施工体験記 

道路改修工事(西-城山の 16) 

佐久間建設㈱ 現場代理人 佐久間 廣安 

この度、平成 28 年度東京都建設局優良工事表彰を頂き大変光栄

に思うと共に恐縮しております。 

本工事は、奥多摩の多摩川両岸にダブルルートの確保のための多

摩川南岸道路(城山工区)の開通を目的とした工事でした。 

内容は、城山トンネル整備工事(歩道舗装工事 4900 ㎡・防護柵

工事 1900ｍ)及び城山トンネル取り付け道路(青梅側と奥多摩側

の2か所)及び奥多摩側に600ｍ離れた交差点の改良工事でありま

した。トンネル内と取り付け道路工事につきましては、規模は大

きなものでしたが未供用区間でもあり、他企業間との調整もスム

ーズに行き、工程通り完成出来ました。交差点の改良工事では信

号機が無く本線は大きくカーブしている既存交差点に信号機を設

置し本線の動線をトンネル方向に大きく変えるものでした。バス

路線・通学路・住民の車の出入り等安全に関しても注意する点が

多々ある工事でした。そのために施工ステップ図(作業帯図)を作

成検討し,安全にまた効率良く工期(開通)に間に合うよう努力し

ました。作業帯図も 32種類のパターンとなり、朝礼時に説明に使

用することにより、その日の作業の流れと安全対策等を作業員全

員が理解することができました。技術的にも弊社の土木技術者 7

名(内 1 級土木 5名)を常駐させ管理したことにより無事竣工する

ことができました。 

晴天の中、社長を含め皆で南岸道路の開通式を迎えることに達

成感とともに弊社 

の誇りを感じること 

でした。 

 今回の表彰にあた 

り、西多摩建設事務 

所の諸監督員様のご 

指導、多くの下請け 

業者様のご協力に深 

く感謝し、厚くお礼 

申し上げます。  

施工体験記 

路面補修工事（26 南西の９） 

成友興業㈱ 

現場代理人 長谷川 達也  

今回、平成 28年度東京都建設局優良工事表彰を頂いた「路面補修

工事（26南西の９）」の施工体験記を述べさせて頂きます。 

本工事は川崎街道（都道４１号線）延長１５０ｍと多摩モノレール

通り（都道１５６号線）延長５５．５ｍの車道幅員３．３５ｍから

１５ｍの道路打換工（厚２５ｃｍ）、街きょエプロン設置工などの路

面補修工事でありました。本現場は高幡不動駅前ということもあり、

交通量も多く交差点が近接していた為に交通規制にとても気を遣い

ました。また、沿道にはマンション等が多く、夜間作業であった為、

沿道への対応が大き 

な課題でした。 

そこで、週間工程表 

などをこまめに配布 

するなど広報活動に 

力を入れました。 

その結果、苦情も 

無く無事に完工する 

ことができました。 

今後も今回の現場 

での経験を活かし、 

地域貢献できるように、更なる努力を続けて参ります。 

 

 

職場の「熱中症」を防ごう！ 
熱中症を防ぐには直射日光等により高温・多湿になる屋外作業

場所などでは、熱中症を予防するための対策に努めてください。 

≪作業の面から≫ 

①作業休止時間や休憩時間を確保し、高温多湿作業場所の連続

作業時間を短縮する。 

② 計画的に熱への順化期間を設ける。 

③作業服は透湿性及び通気性の良いもの、帽子は通気性の良い

ものを着用する。 

 

 

 



 


